
単位数

15 その他補足 他教科と重複しない神経筋疾患・眼科耳鼻科皮膚科合併症

16 期末試験 15コマの復習・確認・総まとめ

13 血液疾患２ 骨髄腫・出血性疾患
14 中毒環境要因による疾患 金属・ＣＯなどの中毒疾患

11 免疫・アレルギー疾患２ 自己免疫疾患・膠原病
12 血液疾患１ 基礎と貧血性疾患・白血病

9 肝・胆・膵疾患2 胆・膵疾患
10 免疫・アレルギー疾患１ 免疫・アレルギーの基礎

7 消化器疾患２ 大腸疾患
8 肝・胆・膵疾患１ 肝炎・肝硬変・肝癌

5 内分泌・代謝疾患3 骨粗鬆症、脂質異常、ビタミン欠乏
6 消化器疾患１ 基礎と食道・胃・十二指腸疾患

3 内分泌・代謝疾患１　　 内分泌・代謝の基礎、糖尿病　　
4 内分泌・代謝疾患２肝・胆・膵疾患２ 糖尿病・内分泌疾患　　　　

1 腎疾患1 基礎と腎炎　
2 腎疾患2 腎不全・透析　　

回数 項目 内容

科目 内科学Ⅱ 担当安倍　基幸 履修学年 2年

時間数：90分×時限×16回（週1回） 履修区分：必修 2単位
【授業目標・到達目標】 
前期の内科学Ⅰに読いて後期は内科学Ⅱの講義を行う。内科学Ⅱでは消化器・内分泌代謝・血液・免
疫疾患を中心に行う。これらの疾患の病態の基礎、リハとの関連性を理解し、臨床医学用語も身につけ
ることを授業目標とする。到達目標は　受講者はこれらの疾患の病態把握と常識的検査や用語を覚え
ることである。 

【履修注意】 
講義内容予定や順番が変更される場合もある。遅刻や授業中の私語は無いようにする。 
講義定期回数に加えて補修を1コマ行う。 

【評価方法】 
筆記試験に加えて，出席状況，受講態度を総合して行う。 
なお筆記試験は中間試験と期末試験の2回行う。 

【試験について】 
筆記試験をおこなう。 期末試験の受験資格は出席２／３以上とする。 
　再試験対象者の条件：　成績が６０点未満の者

【予習・復習】 
予習は要しないが，復習は要する。重要なポイントを毎回列挙するのでそこを重点的に学習する。 
【教科書】 
　特に指定しない。講義資料を配布する。WBT上にカラー版資料をアップする。 
【参考書】 

【その他の注意事項】 

【授業計画・内容】


